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はじめに

• 日本の製造業はあたらしいビジョンを見つけ
たのか？

• なぜ、製造業のＩＴ化プロジェクトは失敗する
のか？

• 製造業の意思決定のしくみは、新しいビジネ
スモデルで機能するか？

• モノづくりと情報技術との関係を再考する必
要がある。



Copyright © 2004, Yasuyuki Nishioka, PSLX consortium

ＡＰＳ（先進的計画＆
スケジューリング）とは
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ＡＰＳとは

プランニングやスケジューリングなどの
組織の意思決定の要素を統合させ、さ
らに各部門が組織間や企業間の枠を
超えて同期をとりあいながら自律的に
全体最適を志向するしくみ

（ＰＳＬＸ仕様書２００３年版、PSLX-05 「PSLX共通用語辞書」より）
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ＡＰＳとは（参考）

製造およびロジスティクスのための計画や解析のための技術。
短期、中期、 および長期をカバーする。ＡＰＳでは、有限資源ス
ケジューリング（ＦＣＳ）、 調達、資金計画、資源計画、市場予測、
需要管理、その他のためのシミュ レーションや最適化を行うた
め、高度な数学的アルゴリズムや理論をベー スとしたいくつか
のコンピュータプログラムを記述する。これらの技術は、 リアル

タイムな計画とスケジューリング、意思決定、納期回答や納期確
約に関する制約範囲やビジネスルールを、同時に考慮している
のが特徴である。 ＡＰＳは通常、複数のシナリオ提示し評価する
ことができるので、マネー ジメント側はその中の１つを選択して
正式なプランとする。ＡＰＳシステムの５つの構成要素として、需
要計画、生産計画、生産スケジューリング、 配送計画、そして輸
送計画がある。 （ＡＰＩＣＳ辞書、第１１版より）
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（日本発）ＡＰＳの特徴

• 製造業（ユーザ）主体のシステム化
• 概念データモデルによる情報管理
• ビジネスモデル変更に対する拡張性
• 実行可能で信頼できるマスタースケジュール
• 設計チームと製造チームの蜜な連携
• リアルタイムアカウンティングとＫＰＩ
• 実行スケジュールベースの企業間連携
• 人間中心の自「働」化のためのインフラ
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要素技術（現状）

• 作業中心ＢＯＭ
• 生産現場の詳細なモデリング
• 有限負荷＆資材スケジューリング
• ボトルネック指向スケジューリング
• リアルタイム納期回答＆納期確約
• ダイナミックフルペギング
• ＭＰＳ詳細シミュレーション
• タイムバッファ設定
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既存ＥＲＰの問題点
および限界
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意思決定５か条

• 正しい情報、タイムリーな情報にもとづいた意思決
定でなければならない。

• 最終的な意思決定は現場で行えるしくみでなけれ
ばならない。

• 意思決定にもとづく行動はフォローし、フィードバック
しなければならない。

• 意思決定結果は共有し協調するためのものでなけ
ればならない。

• 意思決定のしくみはつねにシンプルでビジブルでな
ければならない。
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ERPが目指していたものと現実

意思決定プロセスの明確化

意思決定の省力化

意思決定のミスの減少

意思決定スピード／精度の向上

意思決定内容の質の向上

意思決定のしくみの向上

○

○

○

△

×

×

現実
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なぜ機能しないのか？

• ＥＲＰの意思決定ロジックは旧型計算機用
• システム維持（データ維持）コストが高い
• 現実の意思決定ロジックは非常に複雑
• 必要な情報は計算機システム外にある
• 意思決定者が多数で矛盾がある場合が多い
• 現実を重視し決定事項は参考情報
• 持続的改善にたいする障害となっている
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従来のしくみ (MRPII / ERP)
経営計画／生販統合計画

販売計画／生産在庫計画

基準日程（生産数量）計画

資材所要量計画

詳細スケジューリング

ディスパッチング

能力所要量計画

資源計画／能力計画

監視／トラッキング

企業レベル
管理者

生産レベル
管理者

現場レベル
管理者
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従来のしくみ (MRPII / ERP)
経営計画／生販統合計画

販売計画／生産在庫計画

詳細スケジューリング

ディスパッチング

資源計画／能力計画

監視／トラッキング

企業レベル
管理者

生産レベル
管理者

現場レベル
管理者

基準日程（生産数量）計画

資材所要量計画 能力所要量計画

需給調整計画

作業日程計画
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APS（先進的計画＆スケジューリング）

APS

経営計画／生販統合計画

需給調整計画

詳細スケジューリング

ディスパッチング 監視／トラッキング

企業レベル
管理者

基準日程（生産数量）計画

作業日程計画

生産レベル
管理者

現場レベル
管理者
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APS（先進的計画＆スケジューリング）
経営計画／生販統合計画

需給調整計画

詳細スケジューリング

ディスパッチング 監視／トラッキング

基準日程（生産数量）計画

作業日程計画

財務計画
管理会計

製品設計
工程設計
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情報システム
アーキテクチャー



Copyright © 2004, Yasuyuki Nishioka, PSLX consortium

アーキテクチャの変遷

従来のアーキテクチャー 今後のアーキテクチャー

巨大な
ＲＤＢ

業務Ａ 遠隔地

ミニ
ＲＤＢ

ミニＲＤＢ

業務Ｂ

遠隔地

業務Ｂ

XML
メッセージ

業務Ａ

統合ＣＳ
モデル 分散データ

モデル
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統合ＣＳモデルの欠点

• ＲＤＢスキーマに適合しないデータはすべて
欠落する。

• データの管理が集中型なので、ローカルな改
変が不可能

• 事前に設計された目的でしか利用できない。
• システム改変に莫大な労力（資金）が必要。
• データスキーマがアプリケーションロジックに
深く依存
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概念データモデルとは

• 情報システムの実装形態に依存せずに企業
活動（ビジネスプロセス）そのものを表現する
ための情報モデル。

• 企業活動（ビジネスプロセス）とは、付加価値
を生み出すための活動の連鎖のことを指す。

• 概念データモデルは、ビジネスプロセスの各
要素と関係、そして各要素に対する入力、出
力、資源、あるいはコントロールを表現するた
めに必要となる。
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モデル中心アプローチ

標準概念モデル オントロジー

個別概念モデル

個別実装モデル 個別実装モデル個別実装モデル

個別概念モデル

企業Ｂ

企業Ａ

変換ルール変換ルール

変換ルール変換ルール

アプリケーションＡ２アプリケーションＡ１
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概念データモデルの利点

• ビジネス形態に合わせたモデル作成
• スキーマテンプレートが利用可能
• 実装形態にあわせてチューニングが可能
• システム間のデータ交換が容易
• 論理的整合性の管理が可能
• データの分散管理が可能
• データモデルとプロセスとの関連づけが可能
• システムの改変時にデータ移行が容易
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機能エージェントモデル

agentagent

agentagent

agentagent

agentagent

agentagent
system
boundary

External 
interfaces

Internal interfaces

agentagent

App specific
interfaces
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業務モデルの一般化と
その活用方法



Copyright © 2004, Yasuyuki Nishioka, PSLX consortium

情報のレイヤー構造

物理レイヤー

設備コントロール・レイヤー

ワークセンター統制レイヤー

スケジュール管理レイヤー

計画管理レイヤー

戦略レイヤー
ビジネス部門

製造部門

ＡＰＳ
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意思決定の階層（レイヤー）

集中処理

総量レベル 製販統合計画

個別製品レベル
基準日程計画

作業日程計画

全品目レベル
分散処理詳細スケジューリング
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業務のモジュール化

計画管理機能

オーダ管理機能

スケジュール管理機能

実行監視制御機能

実績管理機能

技術情報管理機能

製造技術
パッケージ

生産管理
パッケージ

在庫管理
パッケージ

輸送管理
パッケージ

品質管理
パッケージ

作業者管理
パッケージ

設備管理
パッケージ
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モジュール間通信例

スケジュール管理機能

実行監視制御機能

スケジュール情報に対する
実績情報の反映

スケジュール情報に対する
実績情報の反映

生産管理
パッケージ
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モジュール間通信例

技術情報管理機能

スケジューリングのための
マスター情報の設定

スケジューリングのための
マスター情報の設定

製造技術
パッケージ

生産管理
パッケージ
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モジュール間の通信パターン

• 機能の実行
–どのような機能を実行するのかを指定

• 情報の取り出し（プル）
–どのような情報が欲しいのかを指定

• 情報の設定（プッシュ）
–情報をどのような意図で送るかを指定
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オブジェクトモデル
（オントロジー）
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オントロジーとは？

• 対象とする問題（生産計画＆スケジューリン
グ問題）のあらゆる事例を表現するための
もっとも根源的な要素のこと。

• オントロジーは構造を持っており、対象とする
問題特有の構造に対応している。

• あらゆる問題表現は、オントロジーによって別
途書き換えが可能でなければならない。

• オントロジーを合意することで、異なる表現形
態の問題間で情報交換が可能となる。



オントロジー（その１）
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<engineering>
作業

<engineering>
品目

<engineering>
機能

<physical>
資源

<scheduling>
ディスパッチ

<scheduling>
タスク

^ 参照

<scheduling>
ロット

^ 参照^ 参照

> 生成

<physical>
能力

<physical>
在庫

< 提供

< 利用 > 消費

> produce< 提供

< 利用 > consume

< 消費不可能資源 > 消費可能資源
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オントロジー（その２）

<scheduling>
ディスパッチ

<scheduling>
タスク

<scheduling>
ロット

> 生成

> 消費

< 提供

< 利用

<order>
サービスオーダ

<order>
能力オーダ

<order>
製品オーダ

<plan>
生産計画

<plan>
在庫計画

<plan>
能力計画

v 生成v 生成v 生成
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オントロジー（その３）

<party>
顧客

<time>
時刻

<place>
位置

<time>
期間

<time>
時間

<place>
範囲

<party>
メーカー

<party>
サプライヤー

<place>
距離
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計画＆スケジューリング

<engineering>
サービス

<engineering>
サービス

<engineering>
プロセス

<engineering>
プロセス

<engineering>
機能

<scheduling>
ディスパッチ

<scheduling>
タスク

<scheduling>
ロット

<scheduling>
スケジュール

<scheduling>
スケジュール

<scheduling>
負荷

<scheduling>
負荷

<scheduling>
ストック

<scheduling>
ストック

<engineering>
品目

<engineering>
製品

<engineering>
作業

<engineering>
作業
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資源の集約（階層）

<physical>
在庫

<physical>
工場在庫

<physical>
エリア在庫

<physical>
作業場在庫

<physical>
能力

<physical>
工場能力

<physical>
エリア能力

<physical>
作業場能力

<place>
作業場

<place>
エリア

<place>
工場

<place>
位置
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オーダのサブクラス（１）

<order>
能力オーダ

<order>
サービスオーダ

<order>
製品オーダ

<order>
機能オーダ

<order>
品目オーダ

<order>
作業オーダ
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オーダのサブクラス（２）

<order>
製品オーダ

<order>
生産オーダ

<order>
顧客オーダ

<order>
購買オーダ

<party>
顧客

<party>
サプライヤー

<party>
メーカー

v from v to v to
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ＸＭＬによる
アプリケーション連携
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OSAIS PPSTC

OASIS PPSTCOASIS PPSTC
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ＯＡＳＩＳ ＰＰＳＴＣ

• パート１：メッセージ要素仕様
– メッセージの構成要素となる個々のＸＭＬタグの
定義とその用法および意味についての仕様

• パート２：業務メッセージ仕様
–業務プログラムが利用可能なメッセージの種類と
意味、そしてその構造についての仕様

• パート３：通信バインディング仕様
–ＷｅｂサービスやＥＤＩなど、標準的な通信プロトコ
ルをどのように利用するかについての仕様
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PPS-XML Schema
• 管理要素 (2)

– <scale> <stone>
• 基本要素 (9)

– <customer> <supplier> <item> <resource> 
<operation> <order> <dispatch> <lot> <task>

• 付帯情報 (3)
– <description> <priority> <display>

• 関係要素 (10)
– <produce> <produced> <consume> <consumed> <assign> <assigned> 

<predecessor> <successor> <pegging> <partof>
• 属性要素 (7)

– <spec> <location> <progress> <load> <stock> <available> <calendar>
• 事象要素 (5)

– <start> <end> <release> <duetime> <event>
• 基本データ要素 (5)

– <qty> <price> <char> <duration> <time>
• 補助データ要素 (7)

– <min> <max> <earliest> <latest> <shortest> <longest> <enumerate>
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cus t omer s uppl ier

it em resourceopera t ion

order

d is pa t chlot t as k

produced,
consumed

predecessor,
s uccessor,
compose,
composed

compose,
composed

produce,
consume as s ig n

produced,
consumed

ass ig ned

predeces sor,
s uccessor,
compose,
composed

as s ig n

ass ig ned

compose,
composed

compose,
composed

compose,
composed

predeces sor,
s uccessor,
compose,
composed

produce,
consume
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時刻表現のサンプル

連続時刻

<dispatch name=“K03-01” operation=“K03”>
<start><time value=“2004-08-09T12:00:00” /></start>
<end><time value=“2004-08-09T14:15:00” /></end>
</dispatch>

<dispatch name=“K03-01” operation=“K03”>
<start><time value=“2004-08-09T12:00:00” /></start>
<end><time value=“2004-08-09T14:15:00” /></end>
</dispatch>

離散時刻

<scale name=“S1” value=“P1W” base=“2004-08-09T00.00.00”/> 
<resource name=“R01”>
<load><qty value=“100”/><time scale=“S1” count=“1”/></load>
<load><qty value=“130”/><time scale=“S1” count=“2”/></load>
</resource>

<scale name=“S1” value=“P1W” base=“2004-08-09T00.00.00”/> 
<resource name=“R01”>
<load><qty value=“100”/><time scale=“S1” count=“1”/></load>
<load><qty value=“130”/><time scale=“S1” count=“2”/></load>
</resource>
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問い合せのサンプル

<operation name=“pslx:query”>
<produce item=“P01”/>
<assign resource=“WC04”/>
<spec name=“quality”>
<qty><min value=“0.8”/></qty>
</operation>

<operation name=“pslx:query”>
<produce item=“P01”/>
<assign resource=“WC04”/>
<spec name=“quality”>
<qty><min value=“0.8”/></qty>
</operation>

対応するＳＱＬ対応するＳＱＬ

SELECT * FROM operation WHERE produce_item=“P01”
Assignresource=“WC04 quality>=0.8
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システム実装形態

Ｗｅｂサービス
関数一覧

業務アプリケーション
（クライアント）

ＸＭＬメッセージ
（問い合わせ）

ＸＭＬメッセージ
（回答）

・・・・・
・・・・・

関数Ａ
・・・・・

業務プログラム

業務アプリケーション
（サーバー）
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標準ＲＤＢによる
簡易システム構築
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標準XMLと標準RDB

• APSのための標準XMLスキーマ
–アプリケーション間のデータ交換
–データの内容は業務コンテキストに依存
–全業務で統一的な仕様

• APSのための標準RDBスキーマ
–アプリケーションごとのデータ保管
–データの内容はアプリケーションから独立
–業務ごとの共通的な仕様
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標準RDBスキーマの特徴

• 個々の情報システムの実装環境から独立
• スキーマは個別RDBのビューのみを定義
• ビュー間の要素の関係はオントロジーで規定
• 同一オントロジーが複数ビューに出現可能
• 業務ロジックは複数ビューを選択利用

実装RDBはビューを提供するだけで、サード
パーティーの業務ロジックが実装可能

実装RDBはビューを提供するだけで、サード
パーティーの業務ロジックが実装可能
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標準ＲＤＢテーブル（１）

• 作業マスター
• 配送マスター
• プロセスマスター
• 製品マスター
• 資材マスター
• 品目マスター
• 作業区マスター
• ルートマスター

• 顧客マスター
• 配送先マスター
• 業者マスター
• 能力マスター
• 作業者マスター
• 設備マスター
• 工具マスター
• 倉庫マスター
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標準ＲＤＢテーブル（２）

• 作業表（品目⇔作業）
• 資源表（品目⇔資源）
• プロセス表（製品⇔プロセス）
• 作業区表（製品⇔エリア）
• 資源割当（作業⇔資源）
• 負荷割当（プロセス⇔エリア）
• 先行関係（作業⇔作業）
• 製品構成（製品⇔資材）
• 作業構成（作業⇔プロセス）
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標準ＲＤＢテーブル（３）

• 製品ファミリー計画
• 工場能力計画
• 製品別生産数量計画
• ボトルネック負荷計画
• 期間需要量計画
• 期間在庫量計画
• 期間輸送量計画
• 資材所要量計画

• 顧客オーダ
• 資材オーダ
• 製造オーダ
• 作業オーダ
• 出荷オーダ
• 入荷オーダ
• 出庫オーダ
• 入庫オーダ
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標準ＲＤＢテーブル（４）

• 工場カレンダー
• 設備カレンダー
• 作業者カレンダー
• 資源能力データ
• ロットデータ
• タスクデータ
• 製品在庫データ
• 資材在庫データ
• 資源負荷データ
• 作業区負荷データ
• 作業追跡データ

• オーダペギングデータ
• ロットペギングデータ
• 作業実績データ
• 生産実績データ
• 稼動実績データ
• 入荷実績データ
• 出荷実績データ
• 入庫実績データ
• 出庫実績データ
• オーダ送信データ
• オーダ受信データ
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標準ＲＤＢテーブル例

No. 顧客マスター 英語 内部名 オントロジー

8 郵便番号 post code pslx_post_code customer
9 ＦＡＸ番号 fax pslx_fax customer
10 電話番号 phone pslx_phone customer

1 企業コード code pslx_code customer
2 名称 name pslx_name customer
3 略称 short name pslx_short_name customer
4 タイプ type pslx_type customer
5 カテゴリー category pslx_category customer
6 優先度 priority pslx_priority customer
7 住所 address pslx_address customer

11 担当者名 staff name pslx_staff_name customer



Copyright © 2004, Yasuyuki Nishioka, PSLX consortium

利用例

作業オーダ

コード 名称 品目 設備 開始 終了 状態

001 P1 X R1 1:00
2:00
5:00

002 P2 Y R2
3:00
4:00

003 P3 X R1 6:00

作業展開＆
スケジューリング
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利用例

作業オーダ

コード 名称 品目 設備 開始 終了 状態

001 P1 X R1 1:00
2:00
5:00

002 P2 Y R2
3:00
4:00

003 P3 X R1 6:00

作業展開＆
スケジューリング

ガントチャート
ビューアー

P1P1

P2P2

P3P3R1

R2
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利用例

作業オーダ

ガントチャート
ビューアー

コード 名称 品目 設備 開始 終了 状態

001 P1 X R1 1:00
2:00
5:00

002 P2 Y R2
3:00
4:00

003 P3 X R1 6:00

作業展開＆
スケジューリング

P1P1

P2P2

P3P3R1

R2
実績入力
ＡＰＰ

完了

完了
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標準化の動向
と位置づけ
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ＰＳＬＸコンソーシアム

• ２００１年７月：設立
• ２００２年３月：仕様書第１版の公開
• ２００３年４月：ＩＳＯ ＴＣ１８４／ＳＣ５で発表
• ２００３年６月：仕様書第２版の勧告
• ２００３年７月：英語版仕様書公開
• ２００３年１０月：ＯＡＳＩＳで仕様策定開始
• ２００４年８月：ＩＳＡ９５委員会にて発表

会員数４３企業３団体５大学（２００４年１０月現在）
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ＰＳＬＸコンソーシアム

http://www.pslx.orghttp://www.pslx.org
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分科会活動（参加自由）

• ビジネスプロセス分科会
– ＡＰＳの定義、新しいビジネスモデルの提案

• オブジェクトモデリング分科会
– ＰＳＬＸオントロジー、ドメインオブジェクトの定義

• システム実装分科会
– アプリケーションの実装、デモシステム開発

• ＸＭＬ仕様検討分科会
– ＯＡＳＩＳ ＰＰＳＴＣリエゾン、ＸＭＬスキーマ開発

• 海外普及分科会
– 海外とのコミュニケーション、仕様書の英語化
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仕様書の公開

• ＰＳＬＸ－００ ガイダンス
• ＰＳＬＸ－０１ ＡＰＳによる

製造業のグランドデザイン

• ＰＳＬＸ－０２ ＡＰＳエージェントモデル
• ＰＳＬＸ－０３ ＰＳＬＸドメインオブジェクト
• ＰＳＬＸ－０４ ＸＭＬ標準規約
• ＰＳＬＸ－０５ ＰＳＬＸ共通用語辞書

２００３年６月勧告
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国際的な動向

プロセス系 ディスクリート系

管理系

制御系

企業間
OAGIS
RosettaNet

ISA95
B2MML PSLX

OPC
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まとめ
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おわりに

• 標準化技術が競争優位を左右する
• （使われる）標準づくりはむずかしい
• 協調と連携はこれからのキーワードだ
• 仲間づくりのうまい人（企業）が勝ち残る
• 日本の製造業は現在とても不幸である
• 日本のＩＴ産業はもっと不幸である
• 魅力的なコンセプト、ビジョンが枯渇している
• ＡＰＳは革新的変革の鍵となるだろう
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新しい管理技術の海外発信！

製造業
ユーザー

製造業
ユーザー

ＩＴツール
ベンダー

ＩＴツール
ベンダー

コーディネータ／
コンサルタント

コーディネータ／
コンサルタント

ＡＰＳコンセプト
とモデル技術

日本的独自の
生産管理ノウハウ

新しいアーキテクチャー
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どうもありがとう
ございました。

nishioka@k.hosei.ac.jp
http://www.pslx.org
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